
 

報告第１９号 

 

部活動の地域展開に係る取組状況と今後の方向性について 

 

１ 検討会議  

   第２回（R5.8.3） 

    本市における新たなスポーツ・文化芸術活動の在り方について  

（受入調査の報告、モデル地域の現状） 

   第３回（R6.3.13） 

次年度の実践モデル地域、ロードマップについて  

（ニーズ調査の報告、先進地域視察の報告） 

 

２ 取組状況  

 （１）実践モデル  

 地域連携モデル（志和地域）  

【実績】  

・８部活動１２名の外部指導者が４９３回（ R6.2 月末）指導  

   【成果】  

・生徒にとって、専門的な指導を受けることができた。  

・志和地域の指導者がほとんどだったので、地域内で子どもたちのあいさつ

が盛んになった。  

   【課題】  

    ・指導者の報償費が低く、交通費もなかった。        

    ・継続指導が難しい指導者がいた。  

 

（２）部活動指導員  

９校１０名配置  

   【成果】  

    ・生徒への専門的な指導や効果的な活動につなげることができた。  

    ・教職員が、教材研究や授業準備に係る時間を確保することができ、時間外

在校時間を短縮できた。  

   【課題】  

    ・限られた人数しか配置することができていない。  

   

３ 今後の方向性  

・大学連携モデル、競技団体連携モデルの設置  

・部活動支援コーディネーターの配置  
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令和６年度 部活動の地域展開に係る実践モデル地域の設置等について

部活動の地域展開の在り方や方法を研究するために、実践モデル地域を設置する。実践モデル地域は、段階的
に拡充することとする。

【令和６年度モデル地域】
１ 志和地域（志和小・中学校）＜継続＞
【地域連携モデル】
志和小中学校運営協議会
※体育振興会、教育振興会と連携し指導者を派遣

２ 西条地域（西条中学校、松賀中学校、中央中学校、
向陽中学校）

黒瀬地域（黒瀬中学校）
【大学連携モデル】
広島大学、広島国際大学
※５中学校に４０人の学生を派遣

３ 市内全域
【競技団体連携モデル】
柔道連盟、剣道連盟、バスケットボール協会
※各団体から３人の指導者を派遣

【学校部活動の支援・地域展開の推進】
○部活動指導員の増員
○部活動支援コーディネーターの配置

【地域展開のパターン例】
・学校運営協議会
・総合型地域スポーツクラブ
・体育振興会 ・競技団体
・文化芸術団体
・ＮＰＯ法人 ・サークル
・クラブチーム
・大学 ・高校 ・企業
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東広島市部活動地域展開　ロードマップ（案）（令和６年３月）

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 　（３年生引退迄） 令和９年度

・部活動指導員の

配置

・モデル地域の設置

【地域連携モデル】

志和地域

・受入団体、指導者

等の調査

・競技団体、大学等

連携

＜部活動の取組整理＞

・ガイドラインの遵守 ・参加大会の精選 ・部活動数、活動日数等の整理

※人数不足の場合は、合同チーム等を編成する。

・受入団体、指導者等の確保にむけての連携

・競技団体、大学、企業等との連携

・地域資源（地域クラブ等）のニーズ調査・周知

・地域資源（地域クラブ等）との受け入れ連携

・地域クラブの立ち上げ準備

・新規クラブ募集、指導者の募集の周知

学
校
部
活
動

地
域
連
携

教
育
委
員
会

・検討会議

・意識調査・ニーズ

調査

・保護者への周知

・先進地視察 ・部活動支援コーディ

ネーターの配置

・地域クラブの立ち上げ

準備

・関係団体との協議

・運営事務局の創設準備

・新規クラブ募集、指導者

募集の周知

・部活動指導員の増員

・モデル地域の拡大

【地域連携モデル】志和地域

※学校運営協議会等が指導者を派遣

【大学連携モデル】西条地域、黒瀬地域

※大学生支援員の派遣

【競技団体連携モデル】市内全域

※競技団体等からの指導者派遣

休日の

部活動終了

（予定）
地域指導者（希望教員も含む）での休日指導を推進

新たな環境での

スポーツ、文化

芸術活動のス

タート

（地域クラブ、

サークル・総合

型地域スポーツ

クラブ、民間企

業のクラブ、塾、

スクール等）

平日の

部活動継続

（予定）

※ 今後、国や県の方針に

よって変更する場合あり
・指導者研修の実施
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